



























当社の設立は 2017 年 9 月。訪問看護ステーションの開設は翌年 4 月です。訪問看護事業、研究研
修事業、子ども等支援事業の 3 事業を掲げて展開し、大きく 6 つの事業を通して地域で子どもたち
にケアを届ける活動をしています。
１．訪問看護ステーションの開設
医療保険における訪問看護、特に小児若年成人の特徴を踏まえ洗練していく必要があり、小児若年
成人期を専門にした訪問看護の運営・経営・人材育成を研究し公表し専門職や地域住民に訪問看護
の活用方法を伝えていく活動
２．広域と地域、多職種の自主的な協議会を定期的に開催
自治体ごとに多くの協議会が設置されていく中で多職種、多地域連携を意識して開催。子ども等支
援連絡協議会。東京子ども等支援連絡協議会多摩。
３．自治体との契約に基づく保育園での看護の提供
H31 年度医療的ケア児等保育支援事業受託（国立市）
４．二次障害を予防する発達ハイリスク児のための椅子の研究開発
株式会社アシスト開発（シュクレ）
小児の地域包括ケアは多職種との連携と伴走型支援
目指すは子どもの成長発達を支えること
　　　　　　　　　　　　梶原　厚子（株式会社スペースなる　代表）
東京女子医科大学看護学会第15回学術集会　公開シンポジウム
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５．相談支援機能強化のためのツールの開発
ケースワークは本人の夢や希望、好きな事、嫌いな事から始める。湧き立つニーズからコミュニティーワー
ク、そしてソーシャルアクション
６．短時間雇用で、小さな力を大きな労働力に変える工夫
育児介護の合間にできる就労を考えていく
医療的ケアが必要な子どもを育てる母親の就労の機会を増やす
